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近年、デジタルカメラ、ＰＣ、プロジェクター、ビデオ等のデジタル家電内部部品の塗装 

において、耐熱性、放熱性、耐紫外線性、遮光性等の機能性付与型の塗料の需要が多くなって 

きております。 

 耐熱塗料サーモジンは、シリコーン系樹脂に耐熱無機顔料を配合した塗料です。シリコーン

系樹脂塗料の熱、光に対する性質は、シリコーン系樹脂の分子構造に特徴があります。 

分子構造主骨格のＳｉ-Ｏ結合のエネルギーは４４４kj/molであり、通常の有機樹脂塗料の 

主骨格であるＣ-Ｃ（３６５kj/mol）、Ｃ-Ｏ（３３９kj/mol）結合のエネルギーより大きい 

こと、そして結合性がイオン結合であることから、耐熱性、耐侯性が優れています。また、 

このＳｉ-Ｏ結合は、４００ｎｍ以下の紫外線領域の波長を吸収しないため、光による劣化 

が極めて少ないといえます。 

 また、添加されている顔料成分は、セラミック質の顔料がほとんどであり、特にアルミナ 

成分は、熱伝導性に優れた特性を保持しており、放熱性能においても高い効果を発揮します。 

 下表に光学機器部品に対する実績を紹介します。 

 

塗装部品名 使用塗料 素材 下地処理 耐熱性 

ＰＪレンズオサエ ＣＴ２０ ＢＬ９１９ Ａ５０５６ 黒色アルマイト ２００℃ 

ＤＭＤ遮光板 〃 ＳＰＣ 脱脂 〃 

ＤＭＤアパーチャー ＣＴ３０Ｆ ＢＫ９１０ ＳＵＳ３０４ 脱脂 ３００℃ 

絞り羽根１ 〃 ＳＵＳ３０４ 脱脂 〃 

絞り羽根２ 〃 Ａ５０５２ 脱脂 〃 

絞り羽根 〃 Ａ５０５２ 脱脂 〃 

ＩＲカットミラー 〃 ＳＵＳ３０４ 黒染め 〃 

デバイスマスク 〃 ＳＵＳ３０４ 黒染め 〃 

反射板 〃 Ａ５０５２ 脱脂 〃 

ＰＪフレーム、および周

辺部品 
〃 

マグネシウム 

ダイキャスト 
脱脂 〃 

ＰＪ レフ外面 ＧＬ１１ 艶消黒ＳＨ ホウ珪酸ガラス 目荒らし、脱脂 ４００℃ 

 

その他、多くの部品に使用されています。使用上の注意点は、塗料が塗られる部品の使用最

高温度を調査することです。焼付温度より高い温度に加熱されると、塗膜からガスが発生し、

レンズを曇らせる問題が発生します。この問題は光学機器にとって致命的であることから、部

品の温度調査は徹底的に行ってください。 

 



１．適用範囲 

塗料名 サーモジン ＣＴ２０ ＢＬ９１９ 

系統 変性シリコーン樹脂系塗料 

色調 艶消し黒 

被塗物 金属製品、光学機械部品 

耐熱性 ＭＡＸ ２００℃ 

２．塗料性状 

項   目 基   準 備  考 

外 観 黒色液体  

粘 度 １２～１８秒 ＦＣ－４号／２５℃ 

密 度 １．１０±０．０５ ｇ／ｃｍ３／２５℃ 

加熱残分 ４０±３％ １８０℃×１ＨＲ 

３．塗装仕様 

１）適用素材    鉄、アルミニウム、マグネシウムダイキャスト、ＳＵＳ等 

２）表面処理    溶剤またはアルカリ脱脂、化成処理、ブラスト処理等 

３）塗装方法    エアスプレー 

４）粘度調整    １２～１８秒 （イワタカップ／２５℃） 

          （そのまま塗装してください。） 

５）標準焼付条件  常温放置５分以上、２３０～２５０℃×１５～２０分（物体保持条件） 

６）標準乾燥膜厚  １０～３０㎛ 

７）注意事項 

・ 本塗料は、有機溶剤を含んでいます。従って、危険物、健康のための取扱いについて、 

諸規則に基づいて管理してください。 

・ 塗装後の塗膜に不良がある場合、表面研磨を充分に行い、再塗装してください。 

４．塗膜性能（Ａ５０５２Ｐ １．０ｔ×１５０×５０ｍｍ、溶剤脱脂） 

項  目 条   件 結  果 

膜  厚 高周波膜厚計 １０～２０㎛ 

付着性 １ｍｍ碁盤目テープ剥離 １００／１００ 

鉛筆硬度 三菱ユニ ４～５Ｈ 

耐衝撃性 １／２“×５００ｇ ３０ｃｍハガレなし 

耐沸騰水性 沸騰水浸漬 １ｈｒ フクレ、ハガレなし 

耐熱性 ２００℃×１２０ｈｒ ハガレなし 

 

 

 

 

 



１．適用範囲 

塗料名 サーモジン ＣＴ３０Ｆ ＢＫ９１０ 

系統 変性シリコーン樹脂系塗料 

色調 艶消し黒 

被塗物 金属製品、光学機械部品 

耐熱性 ＭＡＸ ３００℃ 

２．塗料性状 

項   目 基   準 備  考 

外 観 黒色液体  

粘 度 １２～１８秒 ＦＣ－４号／２５℃ 

密 度 １．１０±０．０５ ｇ／ｃｍ３／２５℃ 

加熱残分 ４０±３％ １８０℃×１ＨＲ 

３．塗装仕様 

１）適用素材      鉄、アルミニウム、マグネシウムダイキャスト、ＳＵＳ等 

２）表面処理      溶剤またはアルカリ脱脂、化成処理、ブラスト処理等 

３）塗装方法      エアスプレー 

４）粘度調整      １２～１５秒 （イワタカップ／２５℃） 

            （そのまま塗装してください。） 

５）標準焼付条件    常温放置５分以上、３３０℃×１５～２０分（物体保持条件） 

６）標準乾燥膜厚    １０～３０㎛ 

７）注意事項 

・ 本塗料は、有機溶剤を含んでいます。従って、危険物、健康のための取扱いについて、 

諸規則に基づいて管理してください。 

・ 塗装後の塗膜に不良がある場合、表面研磨を充分に行い、再塗装してください。 

４．塗膜性能（Ａ５０５２Ｐ １．０ｔ×１５０×５０ｍｍ、溶剤脱脂） 

項  目 条   件 結  果 

膜  厚 高周波膜厚計 １０～２０㎛ 

付着性 １ｍｍ碁盤目テープ剥離 １００／１００ 

鉛筆硬度 三菱ユニ ４～５Ｈ 

耐衝撃性 １／２“×５００ｇ ３０ｃｍハガレなし 

耐沸騰水性 沸騰水浸漬 １ｈｒ フクレ、ハガレなし 

耐熱性 ３００℃×１２０ｈｒ ワレ、ハガレなし 

 

 

 

 

 



１．適用範囲 

塗料名 サーモジン ＧＬ－１１ 艶消黒ＳＨ 

被塗物 金属、ガラス等 

表面処理 粗面化処理、脱脂処理 

耐熱性 ４００℃ 

２．塗料性状 

項   目 基   準 備  考 

外 観 黒色液体  

粘 度 ８～１２ 秒 ＦＣ＃４／２０℃ 

比 重 １．２０±０．０５ ２０℃ 

加熱残分 ４３±３％ １８０℃×１ＨＲ 

貯蔵安定性 室温（３０℃以下）６ヶ月 塗膜に異状のないこと 

３．塗装仕様 

１）素  材    金属、ガラス等 

２）表面処理    粗面化処理、脱脂処理、及びエアブロー 

３）塗装方法    エアスプレー（霧化圧 ０．１～０．３ＭＰａ程度） 

４）粘度調整    ８～１２秒 （イワタカップ／２０℃） 

        ＊仕上り状態によって専用シンナーにて５～１０％希釈 

５）標準乾燥条件  常温放置１０分以上、２００℃×１０分（中間乾燥） 

       徐々に昇温して、４００～４３０℃×１５～２０分焼付（物体保持条件） 

６）標準乾燥膜厚    ２０±５μｍ（塗回数１回で３０μｍを超えないこと） 

７）注意事項 

・ 本塗料は、有機溶剤を含んでいます。従って、危険物、健康のための取扱いについて、諸

規則に基づいて管理してください。 

・ 塗料は充分に撹拌してから塗装してください。 

・ 塗装後の塗膜に不良がある場合、表面研磨を充分に行い、再塗装してください。 

・ 塗料は３０℃以下の冷暗所にて保管してください。 

・脱脂後の塗装面には触れないでください。 

４．塗膜性能（ＳＵＳ３０４Ｐ ０．６ｔ×１５０×５０ｍｍ、溶剤脱脂） 

項  目 条   件 結  果 

膜  厚 高周波膜厚計 １０～２０㎛ 

付着性 １ｍｍ碁盤目テープ剥離 １００／１００ 

鉛筆硬度 三菱ユニ Ｈ～２Ｈ 

耐衝撃性 １／２“×５００ｇ ２０ｃｍハガレなし 

耐沸騰水性 沸騰水浸漬 １ｈｒ フクレ、ハガレなし 

耐熱性 ４００℃×１２０ｈｒ ワレ、ハガレなし 

 


